
建築デザイン学科　ディプロマ・ポリシー/カリキュラム・ポリシー
ディプロマ・ポリシー(DP) カリキュラム・ポリシー(CP)
建築デザイン学科では、所定の卒業要件を満たし、以下の能⼒を修得した者に学⼠ (⼯学）の学位
を授与します。

建築デザイン学科では、卒業認定・学位授与の⽅針 (ディプロマ・ポリシー）を実現するために、以下の⽅針に基づいて教育課程を編成・実施します。

１  知識・専⾨性 【学びの基礎⼒を基盤とした専⾨能⼒】
a. ⾃ら教養・基礎学⼒を修得し、⾃⽴的・主体的に学ぶことができる。【教養・基礎⼒】
b. 建築に関する豊かな教養を修得し、多様化する現代社会の課題を主体的に発⾒・解決するため
の基礎的学⼒を⾝につけている。【教養・基礎⼒】
c. 建築学における計画系・構造系・環境系の知識・技能を体系的に⾝につけている。【専⾨性】

建築学は計画系・構造系・環境系など専⾨領域の裾野が広く、その建築の教養を通して、現代社会が抱える課題と多⽅⾯で直結します。また、建築における表現技術は、主体的な
課題発⾒や解決の礎を築きます。そのため、「デザインテクノロジー１」などを通じて表現技術の基礎を修得し、「建築計画」「⽇本の建築」「建築構造」など各専⾨領域の講義系科⽬を
通じて基礎的学⼒を⾝につけます。

計画系・構造系・環境系など、建築学の知識・技能を体系的に⾝につけるために、科⽬構成が鍵となります。「建築材料」「建築施⼯法」「建築法規」は前述の3つの系以外の分野に
属し、建築のデザインを実践する上で必要な知識・技能を習得する科⽬の例です。計画系・構造系・環境系の科⽬群、そして事例を直接⽬にする体験とともに、専⾨的⾒地から建築
のデザインを構想し他者に説明できる⼒を養います。

２  関⼼・態度・⼈格 【他者と⾃⼰を理解し、⾃発的に踏み出す⼒】
a. 建築分野における持続可能な社会の構築に必要な課題を発⾒することができる。【課題発⾒⼒】
b. 学⽣が主体的にテーマを設定し、企画⽴案・運営・検証までを⾏うことができ、計画を最後まで粘り
強く実⾏する能⼒を修得している。【主体性・実⾏⼒・ストレスコントロール⼒】

課題発⾒⼒を段階的に養うために、1年次「基礎ゼミ」「空間表現論」では、建築への関⼼を⾼め建築的思考の基盤を築きます。3年次「卒業研究プレゼミナール」では、現代的な建
築の課題にグループワークで取り組み、専⾨性を⾼めます。4年次「卒業研究」では、指導教員のもと⼀⼈ひとりがテーマを掲げて研究・制作に取り組む中で、建築的な課題発⾒⼒を⾝
につけます。
テーマ設定から成果発表までの主体的活動を通して実⾏⼒とストレスコントロール⼒を養うために、設計演習・プロジェクト・ゼミナールの統合科⽬群があります。1年次「基礎デザイン
1,2」では建築の図⾯・模型等の作品制作を通して、2,3年次「設計製図1,2,3,4」では具体的な建築設計課題を通して、個⼈で求められた成果物を期⽇内にまとめる⼒を⾝につけ
ます。「プロジェクト1,2,3」では、学外での成果発表も視野に多学年が協働して作品づくりやフィールドワークに取り組む中で、主体性・実⾏⼒・ストレスコントロール⼒を⾝につけます。

３  思考⼒・判断⼒ 【課題を多⾓的に捉え、創造的に考える⼒】
a. 建築の専⾨知識を⽤いて、論理的な思考と創造的な発想⼒を使って、多⾯的に判断をすることが
できる。【情報分析・論理的思考・判断⼒】
b. 課題の本質を捉えて、論理的な思考と創造的な発想⼒から分析を進め、課題解決策を導くことが
できる。【課題解決⼒】
c. 課題解決のために、デザインアイディアを出し解決案を提⽰することができる。【創造的思考⼒】

論理的思考と創造的な発想⼒を養うために、2年次「設計⽅法論」ではその基礎を習得します。3年次「卒業研究プレゼミナール」では、専⾨性の⾼い課題に対する多⾯的な情報分
析⼒・論理的思考⼒・判断⼒を養います。
仮説・調査・分析のもと課題解決の⼒を養うために、3年次「卒業研究プレゼミナール」では同じテーマを掲げたゼミ形式のグループワークに取り組みます。4年次「卒業研究」では、指導
教員のもと⼀⼈ひとりが個別のテーマを設定して研究・制作に取り組み、論理的思考や創造的な発想⼒を⽤いた課題解決策を導く⼒を養います。
分野別科⽬で得た知識や技術を統合してデザインなどの提案する⼒を養うために、2,3年次「設計製図1,2,3,4」では、⼩規模から⼤規模、単⼀⽤途から複合的⽤途、私的利⽤から
公共利⽤、敷地・構造のヴァリエーションなど、設定条件の異なる設計課題を通して創造的思考⼒を⾝につけます。4年次「卒業研究」では、後期に作品制作の機会があり、その集⼤
成と位置づけています。「プロジェクト1,2,3」では、協働で取り組む中で創造的思考⼒を⾝につけます。年度毎のカリキュラムの優秀作品を記録・保存・公開することで、より発展的な創
造的思考⼒を培います。

４  交感⼒・発信⼒ 【多様な⼈々のなかで、⾃らの考えを表現・発信する⼒】
a. ⾃らの考えを明確かつ論理的に組み⽴て、意⾒交換できる。【コミュニケーション⼒】
b. 課題の解決策において、⽂章・図⾯・模型など多様な⽅法を⽤いて、⾃らの考えを的確に表現す
ることができる。【表現⼒】
c. 他者の⽴場に⽴った視点からプレゼンテーションを⾏うことができる。【表現⼒】
d. 集団の中での役割を理解し、他者と協調しながら協働作業を⾏うことができる。【チームワーク⼒】
e. ⽬標実現のために必要な⽅向性を⽰し、⼯程を組むことができ、実⾏することができる。【リーダー
シップ】

制作・研究成果を⽤いてコミュニケーション⼒を養うために、2,3年次「設計製図1,2,3,4」などでは、きめ細やかな指導を⾏うスタジオ制とTA・SAによるサポートのもと、講評会・発表会で
プレゼンテーションに取り組みます。質疑応答を通して、論理的に意⾒交換できる⼒を⾝につけます。「プロジェクト1,2,3」・4年次「卒業研究」では、学外での活動や発表を視野に据
え、より⾼度なコミュニケーション⼒を培います。
多様な表現⼒を⾝につけるために、1年次「基礎デザイン1,2」では図⾯・模型など表現の基礎を、「デザインテクノロジー3,4」「デザインテクノロジー発展1,2,3,4」では最先端の2Dから
3DのCAD技術を修得します。「設計製図1,2,3,4」では⼿描き・CADを含めた図⾯・模型・パネルとスライドを⽤いて、教員と学⽣が⼀同に介するプレゼンテーションに取り組みます。4
年次「卒業研究」では、培った表現⼒を発揮して、作品づくりに取り組みます。「プロジェクト1,2,3」を含めた数多い作品の蓄積の中から、優秀作品展の開催、優秀作品集の刊⾏など
を通して多様で⾼度な表現⼒を養います。
⾃律的に協働作業を⾏う⼒を養うために、「プロジェクト1,2,3」では、⽊⼯・コンピュータ・製本・フィールドワークなどの場を多学年の学⽣で協働した活動をする中で、参加学⽣はチーム
ワーク⼒を、上級⽣はリーダーシップを⾝につけます。4年次「卒業研究」などのゼミナールでは、教員からの指導だけではなく、ゼミナールの所属学⽣が協働して学内外で活動する場を通
じて、チームワーク⼒を培います。


